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Synopsis 

 

An exotic terrestrial slug, Limax flavus had been found from Nara park. Their main habitat was an 

old rock wall and its surrounding in Nara Park. The Limax flavus individuals were living with the 

other slug species, Meghimatium bilineatum on the same rock wall, but Ambigolimax valentinus was 

seldom observed in the habitat of Limax flavus. 
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１．はじめに 

 

 今日、人間活動に伴う外来ナメクジの侵入

は世界的規模で起こっている問題である(e.g., 

Branson, 1962; Barker, 1979; Robinson, 1999; 松

隈・武田, 2009; Witokor, 2009; Gutiérrez 

Gregoric, 2013; Rowson et. al., 2014)。キイロナ

メクジ（＝コウラナメクジ）Limax flavus 

Linnaeusはヨーロッパ原産のナメクジで、ア

メリカ、オセアニア、中国、日本等に侵入し

ている(e.g., Branson, 1962; Barker, 1979; 東, 

1982; 狩野 1996; Robinson, 1999; Witokor, 2009; 
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Gutiérrez Gregoric, 2013; Rowson et. al., 2014)。

日本では、20世紀初頭に侵入・定着し、その

当時、人為的環境に広く分布していたナメク

ジ（＝フタスジナメクジ）Meghimatium 

bilineatum Bensonに取って代わって各地に分布

を広げた(高島, 1954; 東, 1982; 狩野 1996)。し

かしながら近年ではその姿を見かけることは

なくなり、第二次大戦後にアメリカからの物

資と共に非意図的に導入されたチャコウラナ

メクジAmbigolimax valentinus Férussacに置き換

わった(黒住, 2002; 宇高・田中, 2010; 足立, 

2012)とされている。本種は家屋の周囲や園庭

など人為的環境を主な生息場所とする(Rowson 

et al., 2014)性質から欧米では yellow cellar slug, 

yellow garden slug, house slug等と呼ばれ

(Rowson et al., 2014)、日本でもかつて身近に見

られた(高島, 1954)こともあり、組織学や発生

学等の生物学の研究材料として盛んに用いら

れたが(伊藤ら, 1997)、本種の日本における生

息状況や生息環境、生活史等についてはほと

んど関心が持たれず、個体数減少の要因も不

明なまま、各地で姿を消し(狩野, 1996; 黒住, 

2002; 宇高・田中, 2010; 足立, 2012)現在に至る

も確実な生息を示す報告はない。 

 著者らは2017年 3月 6日、奈良公園の一角

で、本種の生息を確認した(図１)ので、本種の

奈良公園における生息状況と生息環境等につ

いて、ここに報告する。 

 

２．材料および方法 

 

 キイロナメクジを発見した 2017年の 5月か

ら 10月まで、本種を発見した社寺の石垣を中

心とした半径１km以内を月に１回、降雨日の

夜 21:00〜24:00に踏査し、本種の個体数およ

び体サイズを調べた。またキイロナメクジと

同所的に観察されるナメクジ種についても予

備的に観察を行なった。 

 

 

図１．路上を這うキイロナメクジ 

 

 

３．結  果 

 

 キイロナメクジは2017年５月 6日に 6個体

を心材腐朽したナンキンハゼの切株上で目撃

した。この切株では6月の調査までキイロナ

メクジが見出されたが、7月および 8月の調査

では確認できず、9月に再び出現した。 

 6月22日に切株から道路を挟んだ反対側の

石垣上(図２)でキイロナメクジ 30個体以上が

見出された。ここでは7月30日には 1個体の

み、8月15日には再び 14個体、9月7日には

10個体を確認した。これらの個体の大きさに

は幅があり、体長５cm程度の個体から13cm

の個体まで観察された。 

この石垣では、キイロナメクジに加えてフタ

スジナメクジが同所的に観察され、その個体

数はキイロナメクジに比べ２倍以上多く、体
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長は６月から９月にかけて小型の個体がいな

くなり、代わりに中〜大型の個体が観察され

るようになった。一方、チャコウラナメクジ

は 5月と 6月の調査で 1個体ずつ目撃された

のみで、他の月には1個体も見出せなかっ

た。 

 

 

 

 

４．考  察 

 

 キイロナメクジの奈良県の分布については

詳細な記録は残されていないが、1920〜1930

年代に奈良県へ侵入したとする記述(足立, 

2012)、また1960年代にキイロナメクジを用

いた研究が奈良県立医科大学でなされていた

(山本・山田, 1960; Yasuzumi et al., 1974)ことか

ら、かつては奈良県内にもキイロナメクジが

侵入し、広く分布していたと推察される。本

調査において奈良公園で観察された個体は体

長５cm程度（亜成体：Rowson et al., 2014）の

ものから13cm程度（成体：Rowson et al., 

2014）のものまであった事実は、本種がこの

地で繁殖していること、すなわち定着してい

ることを示唆するものである。また夏の高温

期における活動個体の減少から、本種が高温

に弱く、夏季には活動が低下することを示唆

するものである。宇高・田中(2010)はチャコウ

ラナメクジも高温に弱く、夏季には活動が低

下すると報告していることから、ヨーロッパ

を同じ原産地とする両者は、同様の性質を持

つと推察される。 

 本調査により再び発見されたキイロナメク

ジが 20世紀初頭に侵入してきた個体の末裔な

のか、それとも近年になって再びヨーロッパ

から侵入してきた個体なのかは今のところ不

明である。予備的に行なった聞き取りでは、

これまで明瞭な答えは得られていないが、こ

れは、本種が完全な夜行性で人目につきにく

い(Rowson et al., 2014)ことも関係している可能

性がある。奈良公園において本種が生息して

いた石垣は、自然石を野面積みしたもので、

かなり昔に構築されたものと考えられた(図

2)。しかしこの石垣付近では、最近、ヤナギ

類の新たな植栽もなされていることから、植

栽とともに持ち込まれた可能性も否定はでき

ない。松隈・武田（2009）によれば、1997年

〜2007年までの植物検疫ではヨーロッパ、南

米、中東、アジア諸国からの便で農産物や花

卉類からキイロナメクジが見出されているこ

とから、新たな侵入も十分起こり得ることで

ある。 

 これまでわが国では、フタスジナメクジか

らキイロナメクジ、キイロナメクジからチャ

コウラナメクジへの種の置換が起こっている

(黒住, 2002; 宇高・田中, 2010; 足立, 2012)。調

査地では、キイロナメクジはフタスジナメク

ジと同所的に生息していたが、チャコウラナ

メクジはわずかしか観察されなかった。した

図２．キイロナメクジとフタスジナメクジの生息する石垣
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がって、現状から見る限りにおいて、キイロ

ナメクジによるフタスジナメクジの完全なる

駆逐は起きていない。予備的観察では、キイ

ロナメクジの生息地付近の街路樹帯はチャコ

ウラナメクジが優占しており、わずかながら

キイロナメクジの生息場所へのチャコウラナ

メクジの侵入が起きつつあるようである。今

のところキイロナメクジとフタスジナメク

ジ、チャコウラナメクジ３種間の関係は不明

なままであり、今後、現地での経過観察や実

証試験などの研究を行なっていく必要がある

(黒住, 2002)。キイロナメクジの他種との置き

替わりは、日本での事例のみではなく、ヨー

ロッパにおいて近年、キイロナメクジのL. 

maculatus Kaleniczenkoへの置き替わりが見出

されている(Rowson et al., 2014)。外来ナメクジ

の侵入に伴う在来ナメクジの個体数減少の要

因については、寄生性線虫の持ち込み(Ross et 

al., 2010)など、一部が解明されているに過ぎな

いことから、今後の研究が求められる。 
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